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食
料
安
全
保
障
に
対
す
る
人
々
の
意
識
が
高
ま
っ

て
い
る
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
に
加
え
て
、
円
安
に
よ
る
輸
入

農
産
物
の
高
騰
の
中
で
、
食
料
の
国
内
自
給
の
拡
大

が
従
来
以
上
に
期
待
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、

確
保
さ
れ
る
べ
き
は
、農
地
の
み
で
な
く
、労
働
力
、

種
子
・
肥
料
・
農
薬
を
含
め
た
資
材
、
資
金
、
技
術
、

そ
し
て
流
通
手
段
な
ど
の
多
様
な
要
素
で
あ
ろ
う
。

食
料
安
全
保
障
を
め
ぐ
り
、
必
要
な
の
は
こ
の
よ
う

な
広
い
視
野
で
あ
る
。

労
働
力
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
が
欠
か
せ
な
い
。
農
業

に
専
従
す
る
労
働
力
ば
か
り
で
は
な
く
、
季
節
的
な

も
の
、
日
々
の
細
切
れ
的
な
労
働
力
、
さ
ら
に
は
援
農

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
も
視
野
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。

パ
ー
ト
的
な
労
働
力
に
つ
い
て
言
え
ば
、
北
海
道

の
J
A
で
導
入
が
進
む
マ
ッ
チ
ン
グ
・
ア
プ
リ
に
よ

り
、
一
日
単
位
の
雇
用
を
確
保
す
る
ケ
ー
ス
が
見
ら

れ
る
。
従
来
の
季
節
的
労
働
力
が
高
齢
化
す
る
中

で
、
学
生
や
副
業
な
ど
の
比
較
的
若
い
労
働
力
に
よ

り
、
生
産
の
安
定
化
を
実
現
す
る
農
家
も
あ
っ
た
。

「
長
年
の
労
働
力
不
足
問
題
を
こ
れ
で
解
決
で
き

た
」
と
い
う
声
も
聞
く
。

ま
た
、
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
動
き
が
あ
る
。

都
市
農
業
に
は
、
従
来
か
ら
か
な
り
の
数
の
援
農
者

が
い
る
が
、
最
近
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
経
営
に

直
接
意
見
を
言
い
、
農
業
経
営
者
の
「
協
働
者
」
と

な
る
傾
向
が
各
所
で
見
ら
れ
る
と
い
う
（
後
藤
光

蔵
・
小
口
広
太
等
著
『
都
市
農
業
の
変
化
と
援
農
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
役
割
』
筑
波
書
房
、2
0
2
2
年
）。

関
係
人
口
に
は
、
地
域
に
、
よ
り
深
く
関
わ
る
と

い
う
傾
向
が
あ
る
が
、
そ
れ
と
同
じ
よ
う
な
動
き
が

見
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
こ
に
は
都
市
と
い
う
特

殊
性
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

国
交
省
の
推
計
に
よ
れ
ば
、
三
大
都
市
圏
の
住
民

（
18
歳
以
上
）
で
、
①
圏
外
の
特
定
の
地
域
を
継
続

的
に
訪
問
し
、
②
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
企
画
・
運
営
・

協
力
・
支
援
等
を
行
う
と
い
う
条
件
を
満
た
す
も
の

は
、
約
1
5
1
万
人
も
存
在
す
る
。
そ
の
中
に
は
、

一
部
で
あ
ろ
う
が
、
地
方
圏
農
業
の
援
農
を
担
う
も

の
が
い
る
と
予
想
で
き
る
。

さ
ら
に
言
え
ば
、
自
給
的
な
市
民
農
園
も
あ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
初
期
の
移
動
制
限
時
に
は
、
そ
の
重
要
性

が
話
題
と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
も
ま
た
、
幅
広
い
意

味
で
の
農
業
労
働
力
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
一
日
単
位
の
パ
ー
ト
、
援
農
、
市
民
農

園
な
ど
の
「
国
民
の
農
業
参
加
」
が
、
多
様
な
形
で

進
ん
で
い
る
。
食
料
安
全
保
障
の
議
論
で
も
、
こ
れ

ら
を
「
取
る
に
足
ら
な
い
も
の
」
と
せ
ず
に
、
今
後

の
推
進
の
対
象
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。む
し
ろ
、人
々

の
農
業
へ
の
多
彩
な
関
わ
り
は
、
食
料
安
全
保
障
を

支
え
る
の
に
必
要
な
、
国
民
の
農
業
理
解
を
作
り
出

す
基
礎
力
と
も
な
る
か
ら
で
あ
る
。

明
治
大
学
農
学
部
教
授

小お

田だ

切ぎ
り

　
徳と

く

美み

食
料
安
保
と
国
民
の
農
業
参
加

Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
推
進
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
ポ
イ
ン
ト
と
支
援
策
の
ご
案
内

　

内
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金
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１１
．．��

Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ

Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
ＩＩ
のの��

現
状
と
課
題

現
状
と
課
題

P
P
P
／
P
F
I
（
※
）
は
、
公
共
施

設
等
の
整
備
・
運
営
に
民
間
の
資
金
や
創

意
工
夫
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
効
率

的
か
つ
効
果
的
で
良
好
な
公
共
サ
ー
ビ
ス

を
実
現
す
る
手
法
で
す
。
国
及
び
地
方
公

共
団
体
の
財
政
状
況
が
厳
し
さ
を
増
す
と

と
も
に
人
口
減
少
に
伴
い
職
員
の
減
少
が

見
込
ま
れ
る
中
で
、
P
P
P
／
P
F
I
の

推
進
に
よ
っ
て
、
公
共
施
設
等
の
建
設
、

維
持
管
理
に
係
る
財
政
、
人
員
等
の
行
政

の
効
率
化
が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、
新
た

な
雇
用
や
投
資
を
伴
う
民
間
の
ビ
ジ
ネ
ス

機
会
を
拡
大
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

P
F
I
法
が
制
定
さ
れ
た
平
成
11
年
以

降
、
P
F
I
事
業
は
着
実
に
増
加
し
て
お

り
、
令
和
2
年
度
末
ま
で
に
8
7
5
件
の

事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
（
図
１
）。

一
方
で
、
都
道
府
県
や
政
令
指
定
都
市
、

人
口
20
万
人
以
上
の
地
方
公
共
団
体
で
は

P
F
I
事
業
は
実
施
率
が
高
い
傾
向
に
あ

り
ま
す
が
、
人
口
10
万
人
未
満
の
市
区
町

村
に
お
け
る
実
施
率
は
約
10
％
に
と
ど

ま
っ
て
い
ま
す
（
図
２
）。
今
後
は
、
町

村
な
ど
比
較
的
規
模
の
小
さ
い
地
方
公
共

団
体
お
け
る
P
P
P
／
P
F
I
の
活
用
拡

大
を
促
進
す
べ
く
、
国
と
し
て
も
継
続
的

に
支
援
策
等
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
予
定

で
す
。

※�P
ublic�P

rivate�P
artnership

（
官
民
連
携
）/P

rivate�Finance�
Initiative

（
民
間
資
金
等
活
用
）

の
略
で
あ
り
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
は
「
民

間
資
金
等
の
活
用
に
公
共
施
設
等
の

整
備
等
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
Ｐ

Ｆ
Ｉ
法
）」
に
基
づ
き
実
施
さ
れ
る

Ｐ
Ｐ
Ｐ
事
業

２２
．．��

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の��

ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト

国
と
地
方
が
一
体
と
な
っ
て
P
P
P
／

P
F
I
を
推
進
す
べ
く
、
民
間
資
金
等
活

用
事
業
推
進
会
議
（
会
長
：
内
閣
総
理
大

臣
、
委
員
：
全
て
の
国
務
大
臣
）
で
は
、

本
年
6
月
3
日
、
次
の
10
年
間
の
新
し
い

中
期
目
標
を
盛
り
込
ん
だ
「
P
P
P
／

P
F
I
推
進
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
（
令
和

4
年
改
定
版
）」（
以
下
、「
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
」）を
決
定
し
ま
し
た
。
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
の
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
通
り
で

す
（
図
３
）。

①�

P
P
P
／
P
F
I
は
、
新
し
い
資
本
主

義
に
お
け
る
「
新
た
な
官
民
連
携
」
の

柱
と
な
る
重
要
な
取
組
で
あ
り
、
地
方

創
生
や
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
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の
実
現
に
も
大
き
く
寄
与
す
る
も
の
と

し
て
位
置
づ
け

②�

平
成
25
年
度
か
ら
令
和
４
年
度
ま
で
の

事
業
規
模
目
標
21
兆
円
を
3
年
前
倒
し

で
達
成
し
た
こ
と
か
ら
、
新
た
に
令
和

４
年
度
か
ら
10
年
間
の
事
業
規
模
目
標

を
30
兆
円
と
設
定

③�

特
に
令
和
４
年
度
か
ら
の
当
初
の
5
年

間
を
「
重
点
実
行
期
間
」
と
し
て
、
関

係
府
省
が
連
携
し
て
支
援
策
を
拡
充
・

重
点
投
入

④�

新
た
な
重
点
分
野
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ

施
設
（
ス
タ
ジ
ア
ム
・
ア
リ
ー
ナ
等
）、

文
化
・
社
会
教
育
施
設
、
大
学
施
設
、

公
園
を
加
え
る
な
ど
、
新
た
な
分
野
・

領
域
に
お
け
る
公
共
施
設
等
運
営
事
業

（
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
）
等
を
拡
大

⑤�

小
規
模
地
方
公
共
団
体
で
の
活
用
促
進

等
、
幅
広
い
地
方
公
共
団
体
で
の
取
組

の
加
速

⑥�

民
間
提
案
制
度
の
実
効
性
の
向
上
等
、

民
間
の
創
意
工
夫
が
一
層
発
揮
で
き
る

推
進
施
策
の
強
化

３３
．．��

Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ

Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
ＩＩ
推
進
に

推
進
に��

向
け
た
支
援
策

向
け
た
支
援
策

〇�

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
社
会
教
育
施
設
に
対

す
る
府
省
庁
横
断
的
支
援

今
後
、各
府
省
庁
等
は
、こ
の
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
具
体
的
な
案
件
形

成
や
地
方
公
共
団
体
へ
の
支
援
策
の
強
化

等
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
特
に
ス

ポ
ー
ツ
施
設
（
例
え
ば
、
ス
タ
ジ
ア
ム
や

プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
B
リ
ー
グ
の
ア

リ
ー
ナ
な
ど
）
や
文
化
・
社
会
教
育
施
設

（
県
民
会
館
、
市
民
ホ
ー
ル
、
公
民
館
等
）

等
に
つ
い
て
は
新
た
な
重
点
分
野
と
し
て

件
数
目
標
を
掲
げ
る
と
と
も
に
、
検
討
段

階
に
応
じ
た
伴
走
型
支
援
（
導
入
可
能
性

調
査
や
整
備
等
の
た
め
の
財
政
的
支
援
の

重
点
化
等
）
を
強
化
し
、
案
件
形
成
を
促

進
し
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
府
省
庁
横
断

で
の
財
政
的
支
援
強
化
策
と
し
て
、
交
付

金
等
を
省
庁
横
断
で
準
備
し
て
い
ま
す

（
図
４
）。
ま
た
、
令
和
5
年
度
以
降
は
、

ス
ポ
ー
ツ
施
設
・
文
化
社
会
教
育
施
設
に

対
す
る
交
付
金
等
を
重
点
的
に
定
め
る

等
、
必
要
な
支
援
等
を
行
い
ま
す
。

〇�

内
閣
府
に
よ
る
案
件
形
成
促
進
に
対
す

る
支
援

内
閣
府
民
間
資
金
等
活
用
事
業
推
進
室

（
以
下
、「
P
P
P
／
P
F
I
推
進
室
」）

で
は
、
地
方
公
共
団
体
等
が
実
施
す
る

P
P
P
／
P
F
I
の
推
進
に
資
す
る
具
体

的
な
案
件
や
取
組
へ
の
各
種
支
援
を
実

施
し
て
お
り
、
事
業
の
段
階
に
応
じ
た

切
れ
目
の
な
い
支
援
を
実
施
し
て
い
ま

す
（
図
5
）。
地
方
公
共
団
体
等
に
お
け

る
案
件
形
成
促
進
に
特
に
寄
与
す
る

②
平
成25

年
度
か
ら
令
和
４
年
度

ま
で
の
事
業
規
模
目
標21

兆
円
を3

年
前
倒
し
で
達
成
し
た
こ
と
か
ら
︑

新
た
に
令
和
４
年
か
ら10

年
間
の

事
業
規
模
目
標
を30

兆
円
と
設
定

③
特
に
令
和
４
年
度
か
ら
の
当
初
の

５
年
間
を
﹁
重
点
実
行
期
間
﹂
と
し

て
︑
関
係
府
省
が
連
携
し
て
支
援
策

を
拡
充
・
重
点
投
入

④
新
た
な
重
点
分
野
と
し
て
︑
ス
ポ

ー
ツ
施
設
︵
ス
タ
ジ
ア
ム
・
ア
リ
ー

ナ
等
︶︑
文
化
・
社
会
教
育
施
設
︑
大

学
施
設
︑
公
園
を
加
え
る
な
ど
︑
新

た
な
分
野
・
領
域
に
お
け
る
公
共
施

設
等
運
営
事
業︵
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
︶

等
を
拡
大

⑤
小
規
模
地
方
公
共
団
体
で
の
活
用

促
進
等
︑
幅
広
い
地
方
公
共
団
体
で

の
取
組
の
加
速

⑥
民
間
提
案
制
度
の
実
効
性
の
向
上

等
︑
民
間
の
創
意
工
夫
が
一
層
発
揮

で
き
る
推
進
施
策
の
強
化

３
．．PPPPPP//PPFFII

推推
進進
にに
向向
けけ
たた
支支
援援

策策  〇〇
スス
ポポ
ーー
ツツ
・・
文文
化化
社社
会会
教教
育育
施施
設設

にに
対対
すす
るる
府府
省省
庁庁
横横
断断
的的
支支
援援

今
後
︑
各
府
省
庁
等
は
︑
こ
の
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
︑
具
体

的
な
案
件
形
成
や
地
方
公
共
団
体
へ

の
支
援
策
の
強
化
等
に
取
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
︒特
に
ス
ポ
ー
ツ
施
設︵
例

え
ば
︑
ス
タ
ジ
ア
ム
や
プ
ロ
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ルB

リ
ー
グ
の
ア
リ
ー
ナ

な
ど
︶や
文
化
・
社
会
教
育
施
設︵
県

民
会
館
︑
市
民
ホ
ー
ル
︑
公
民
館
な

ど
︶
等
に
つ
い
て
は
新
た
な
重
点
分

野
と
し
て
件
数
目
標
を
掲
げ
る
と
と

も
に
︑
検
討
段
階
に
応
じ
た
伴
走
型

支
援
︵
導
入
可
能
性
調
査
や
整
備
等

の
た
め
の
財
政
的
支
援
の
重
点
化
等
︶

を
強
化
し
︑
案
件
形
成
を
促
進
し
ま

す
︒
具
体
的
に
は
︑
府
省
庁
横
断
で

の
財
政
的
支
援
強
化
策
と
し
て
︑
交

付
金
等
を
省
庁
横
断
で
準
備
し
て
い

ま
す
︵
図
４
︶︒
ま
た
︑
令
和5

年
度

（１）基本的な考え方
①多様な政策ニーズに対応するため、公共の施設とサービスに民間の知恵と資金を最大限活用
②「新しい資本主義」の中核となる「新たな官民連携」の柱として「成長と分配」の好循環を実現
③「デジタル田園都市国家構想」の推進力として、インフラの持続可能性等の地域課題を解決し、魅力的で活力ある地域を実現
④カーボンニュートラル、デジタル技術の社会実装など新たな政策課題へアプローチ

ＰＰＰ／ＰＦＩ推進アクションプラン （令和４年改定版） 概要

２．ＰＰＰ/ＰＦＩの推進施策

３．ＰＰＰ/ＰＦＩアクションプラン推進の目標

（３）取組基盤の充実
・多様な効果の見える化、動画の活用、情報・発信の充実
・制度・運用改善や規制改革提案の受付、検討体制の強化
・官民リスク分担の新手法の導入（ﾌﾟﾛﾌｨｯﾄ･ﾛｽｼｪｱﾘﾝｸﾞ条項等）

（４）PFI推進機構の活用
・先導的事例の形成、案件発掘等、ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞの積極的実施
・地域金融機関等へのノウハウ移転
・今後のあり方について検討、所要の法案の早期提出

（２）推進の方向性
・自律的な展開基盤の早期形成のため、令和４年度から５年間を「重点実行期間」とし、支援策を拡充・重点投入
①地域における活用拡大 ②活用対象の拡大 ③民間による創意工夫の最大化 ④地域の主体の能力強化と人材の確保

・優先的検討規程の実効性向上、策定促進
（人口10～20万人の全自治体での策定：R5年度）

・首長等の機運醸成（トップセールスの実施：機構と連携）
・先導的な優良事例等の表彰制度創設
・マニュアル（導入の手引き、契約書ひな型等）の整理・周知
・PFI推進機構による地域金融機関等の人材育成の全国展開

・専門家派遣、伴走支援の強化
・新たな活用モデルの形成や小規模自治体への支援の積極的実施
・地域ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑの全都道府県への展開、機能強化（R8年度）

・民間提案制度の実効性向上（提案者へのｲﾝｾﾝﾃｨﾌﾞ付与等）
・自治体の受付窓口の設置促進、事業リストの公開・一覧化

（２）地方公共団体等の機運醸成・ノウハウの蓄積と案件形成に向けた積極的な支援

・公園、公民館等の身近な施設 ・新しい政策課題への対応（グリーン、デジタル）・地域交通、人工衛星等
・インフラの維持管理分野への拡大 ・公的不動産活用（国有財産、学校等） ・広域化、集約化・多機能化 等

１．ＰＰＰ/ＰＦＩ推進に当たっての考え方

（１）多様なＰＰＰ/ＰＦＩの展開 「新たなPPP/PFI活用モデル」形成（分野・手法等）に取り組む（PFI推進機構と連携）

（１）事業規模目標
30兆円（令和4年度～13年度）

ｺﾝｾｯｼｮﾝ：7兆円、収益型事業：7兆円
公的不動産利活用：5兆円、ｻｰﾋﾞｽ購入型
等：7兆円、取組強化：4兆円

４．ＰＤＣＡサイクル
（１）ＰＤＣＡの進め方
・毎年度フォローアップ、課
題の抽出、対応策の検討
・重点実行期間の中間評価

（２）重点分野と目標
・件数目標を設定、案件リスト・工程等を具体化した実行計画策定
・空港/上下水道/ﾊﾞｽﾀ/ｽﾀｼﾞｱﾑ･ｱﾘｰﾅ/ 文化施設/大学施設/公園等
・好事例の横展開、案件発掘、関連施策を集中的に投入

▼

図
３　
「
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
推
進
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン�

（
令
和
４
年
改
定
版
）」
概
要
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P
P
P
／
P
F
I
推
進
室
の
支
援
を
３

つ
紹
介
し
ま
す
。

第
1
に
、
P
P
P
／
P
F
I
専
門
家
派

遣
で
す
。
P
P
P
／
P
F
I
事
業
に
取
り

組
む
地
方
公
共
団
体
等
を
支
援
す
る
た

め
、
地
方
公
共
団
体
等
の
申
込
み
内
容
に

応
じ
て
専
門
的
知
見
を
も
つ
専
門
家
を
派

遣
す
る
支
援
策
で
す
。
本
支
援
の
運
用
を

開
始
し
た
平
成
23
年
度
以
降
、
派
遣
回
数

は
令
和
3
年
度
末
ま
で
に
延
べ
３
0
7
件

で
す
。
派
遣
要
請
の
多
く
は
「
P
P
P
／

P
F
I
制
度
の
概
要
」
や
「
庁
内
検
討
の

方
法
」
等
の
初
期
検
討
に
関
す
る
相
談
で

す
が
、
既
に
事
業
化
さ
れ
た
個
別
事
業
に

関
す
る
相
談
に
対
し
て
専
門
家
を
派
遣
し

た
実
績
も
あ
り
、
多
く
の
地
方
公
共
団
体

等
に
ご
活
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
本
支
援
は
時
期
を
問
わ
ず
通
年
で
募

集
し
て
い
る
と
と
も
に
、
派
遣
費
用
は
当

室
が
負
担
す
る
こ
と
か
ら
、
地
方
公
共
団

体
等
が
本
支
援
策
を
活
用
し
や
す
い
制
度

設
計
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
積
極
的
な

ご
活
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

第
2
に
、
地
域
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
形

成
支
援
で
す
。
地
域
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

と
は
、
地
方
公
共
団
体
を
始
め
地
域
の
関

係
者
の
P
P
P
／
P
F
I
に
対
す
る
理
解

度
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
案
件
形
成
を

促
進
す
る
た
め
、
行
政
、
金
融
機
関
、
企

業
、
大
学
等
の
関
係
者
が
集
い
情
報
交
換

等
を
行
う
場
で
す
。
地
域
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
設
立
に
あ
た
り
、
専
門
的
知

見
を
有
す
る
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
か
ら
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
一
定
の
要
件
を
充
足
す
れ
ば
、
内

閣
府
及
び
国
交
省
と
地
域
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
で
協
定
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
、

地
域
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
検
討
し
て
い

る
P
P
P
／
P
F
I
案
件
の
事
業
化
支
援

構想・計画 設計・建設 管理・運用

文教施設における多様なPPP／
PFIの先導的開発事業（文科省）

先導的官民連携支援事業
（国交省）

高度専門家による課題検討支援
（内閣府）

体育スポーツ施設整備
（学校施設環境改善交付金）

（スポーツ庁）
※補助率︓1/3 

スポーツ振興くじ助成金
による支援（JSC）

※助成率︓2/3 

社会資本整備総合交付金
（都市公園事業）
（国交省）

※補助率︓施設1/2
用地1/3  

都市構造再編集中支援
事業（国交省）

※補助率︓50％又は45％

地方創生応援税制（企業版ふるさと納税）（内閣府）

地方創生推進交付金 （内閣府）※補助率 1/2

スタジアム・アリーナ改革
（スポーツ庁・経産省）

民間資金等活用事業推進機構による出融資等

デジタル田園都市国家構想
推進交付金（内閣府）

※補助率 1/2

社会資本整備総合交付金
（都市再生整備計画事業）

（国交省）
※補助率︓40％又は45％

で囲まれた支援策はスポーツ施設のみ対象

専門家派遣によるハンズオン支援
（国交省）

官民連携基盤整備推進調査費（国交省） ※補助率50％

地方創生拠点整備交付金（内閣府） ※補助率 1/2

協定プラットフォームを活用した
PPP/PFI案件形成支援

（内閣府）

全国規模のスポーツイベン
ト等の開催支援事業
（スポーツ庁）

（※試合開催時のコロナ対策）

▼

図４　スポーツ・文化社会教育施設における官民連携のための支援策の全体像
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等
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

第
3
に
、
優
先
的
検
討
規
程
運
用
支
援

で
す
。
優
先
的
検
討
規
程
と
は
、
各
地
方

公
共
団
体
に
お
い
て
、
公
共
施
設
等
の
整

備
等
に
関
す
る
基
本
構
想
や
基
本
計
画
等

の
策
定
に
あ
た
り
、
従
来
手
法
よ
り
も
効

率
的
・
効
果
的
な
実
施
手
法
（
P
P
P
／

P
F
I
等
）
が
な
い
か
検
討
す
る
た
め
の

具
体
的
な
手
続
を
定
め
て
い
た
だ
く
も
の

で
す
。
従
来
、
人
口
20
万
人
以
上
の
地
方

公
共
団
体
に
「
優
先
的
検
討
規
程
」
の
策

定
を
要
請
し
て
い
ま
し
た
が
、
人
口
10
万

人
～
20
万
人
の
団
体
に
つ
い
て
も
、
令
和

5
年
度
末
ま
で
の
策
定
を
要
請
し
て
い
ま

す
（
内
閣
府
・
総
務
省
通
知
：
令
和
3
年

6
月
21
日
）。
人
口
10
万
人
未
満
の
団
体

に
お
い
て
も
、
当
該
規
程
策
定
に
よ
り

P
P
P
／
P
F
I
を
一
層
促
進
で
き
る
も

の
と
な
り
ま
す
。
本
支
援
で
は
、
当
該
規
程

の
策
定
や
運
用
を
お
手
伝
い
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
ら
3
点
を
含
む
P
P
P
／
P
F
I

推
進
室
の
支
援
に
関
す
る
概
要
及
び
申
し

込
み
方
法
等
に
つ
い
て
は
、
以
下
U
R
L

も
合
わ
せ
て
ご
参
照
の
う
え
、
ぜ
ひ
積
極

的
に
ご
活
用
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、

P
P
P
／
P
F
I
全
般
に
関
す
る
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
相
談
窓
口
を
設
置
し
、
地
方
公
共

団
体
か
ら
の
相
談
に
対
し
て
迅
速
な
対
応

体
制
を
準
備
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

★
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
推
進
室
の
支
援

�https://w
w
w
8.cao.go.jp/

pfi/shien/shien_index.htm
l

★
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
窓
口

�https://form
.cao.go.jp/pfi/

opinion-0028.htm
l

★�

内
閣
府�

�

民
間
資
金
等
活
用
事
業
推
進
室

�

T
E
L
：
0
３

－

6
２
5
7

－

１
6
5
5

　◎
町
村
週
報
ご
購
読
の
ご
案
内
◎

　「
町
村
週
報
」を
毎
号
ご
自
宅
や
職
場

に
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
ご
購
読
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ル
（kouhou@

zck.or.jp

）

に
て
、
全
国
町
村
会
広
報
部
ま
で
お
申

し
込
み
下
さ
い
。

★
年
間
購
読
料
１
、
５
０
０
円
（
送
料

込
み
）

★
請
求
書
を
送
付
い
た
し
ま
す
の
で
、

折
り
返
し
お
振
り
込
み
下
さ
い
。

▼
図５　内閣府（PPP/PFＩ推進室）による支援一覧

導入可能性
調査

PPP/PFI手続
（PFI法に基づく手続）

事業
実施

基本
構想

高度専門家による課題検討支援
コンセッション事業、収益型事業、指標連
動方式を活用した事業等の実施を検討
している地方公共団体等に対し、法律、
会計、税務、金融等の高度な専門的知
識を有する専門家による助言や情報提
供等の支援を実施

PPP/PFI手法導入の優先的検討

地域プラットフォーム形成支援
地域におけるPPP/PFI案件の形成能力の向上を
図るため、行政、金融機関、企業等の関係者が集
い、ノウハウの習得や情報の交換等を容易にする場
（地域プラットフォーム）の立上げや運営を支援

優先的検討規程運用支援
PPP/PFI手法の適用を従来手法に優先して検
討する規程を策定・運用して、実際の事業を進
捗させようという段階を支援

民間資金等活用事業調査費補助
（令和３年度補正予算）
所管省庁が複数にまたがる等の要件を満た
す事業に係る導入可能性調査費やデュー
ディリジェンスの費用を定額補助。

協定プラットフォームを活用した
案件形成支援
地域プラットフォーム協定制度の協定先となって
いる地域プラットフォームを活用してサウンディン
グなどを行うPPP/PFI案件の形成を支援

専門家派遣
PPP/PFI事業に取り組む地方公共団体等を
支援するため、専門的知見、ノウハウ、経験を
持つ専門家を派遣

基本
計画
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現地レポート 町村独自のまちづくり西
ノ
島
町
の
概
要

島
根
半
島
か
ら
北
東
へ
約
65
㎞
、
日
本
海

に
浮
か
ぶ
隠
岐
諸
島
は
大
小
１
８
０
余
り
の

島
々
か
ら
成
り
立
つ
群
島
型
離
島
で
す
。

こ
の
中
で
人
が
住
む
島
は
西
ノ
島
（
西
ノ

島
町
）、中
ノ
島
（
海
士
町
）、知
夫
里
島
（
知

夫
村
）、
島
後
（
隠
岐
の
島
町
）
の
４
つ
で
、

島
後
に
対
し
て
西
ノ
島
、
中
ノ
島
、
知
夫
里

島
の
３
つ
を
あ
わ
せ
て
、
島
前
と
呼
び
、
大

き
く
２
群
島
に
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ

れ
ぞ
れ
の
島
で
１
つ
の
町
村
を
形
成
し
て
い

ま
す
。

西
ノ
島
町
は
島
前
の
３
島
の
う
ち
西
ノ
島

を
占
め
、
面
積
約
56
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

人
口
２
、７
８
８
人
（
令
和
２
年
国
勢
調
査
）

を
有
し
、
隠
岐
郡
内
の
４
町
村
で
は
隠
岐
の

島
町
に
次
ぐ
２
番
目
に
大
き
な
町
で
す
。

島
の
成
り
立
ち
が
火
山
島
で
平
地
が
少
な

く
、
外
海
側
は
日
本
海
の
厳
し
い
風
浪
に
よ

り
形
成
さ
れ
た
断
崖
絶
壁
や
、
巨
大
な
岩
の

「
架
け
橋
」
の
通
天
橋
な
ど
大
自
然
が
創
り

出
し
た
雄
大
な
景
色
を
堪
能
す
る
こ
と
が
で

き
る
隠
岐
を
代
表
す
る
景
勝
地
と
し
て
多
く

の
観
光
客
の
方
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

内
海
側
は
、
集
落
の
背
後
に
急
峻
な
山

が
連
な
り
、
入
江
は
天
然
の
良
港
と
な
り
、

古
く
か
ら
漁
業
を
中
心
に
発
展
し
て
き
ま

し
た
。

中
で
も
、
ま
き
網
漁
業
の
生
産
額
が
大
き

な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
て
い
ま
す
が
、
船
団
で

組
織
的
に
行
わ
れ
る
ま
き
網
漁
業
は
乗
組
員

の
高
齢
化
と
人
員
不
足
が
課
題
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。
平
成
７
年
か
ら
事
業
主
、
Ｊ
Ｆ
、

町
が
連
携
し
「
漁
師
に
な
り
ま
せ
ん
か
？
」

「
漁
師
ほ
ど
お
も
し
ろ
い
仕
事
は
な
い
」
を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
全
国
か
ら
漁
船
員

の
募
集
を
行
う
取
組
を
続
け
、
現
在
で
は
、

全
乗
組
員
の
約
半
数
を
占
め
る
ま
で
に
な
っ

て
い
ま
す
。

◀
隠
岐
を
代
表
す
る
世
界
一
級
の
景
勝
地
「
国
賀
海
岸
」。
大
迫
力
の
大
絶
壁
は
海
抜
2
5
7
m
で
「
摩
天
崖
」
と
呼
ば
れ
る

現地レポート 町村独自のまちづくり

島根県

西ノ島町 島後

島前
中ノ島町

知夫里島

2022年（令和 4年）10月 3 日　6

人
の
力
が
主
役
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り

人
の
力
が
主
役
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り

　
～
「
人
の
集
う
島
」
を
目
指
し
て
～

　
～
「
人
の
集
う
島
」
を
目
指
し
て
～

西西に
し
に
し

ノノのの

島島し
ま
し
ま

町町ち
ょ
う

ち
ょ
う

島
根
県

島
根
県
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現地レポート 町村独自のまちづくりそ
の
他
に
も
広
大
な
放
牧
地
を
活
用
し
、

低
コ
ス
ト
で
素
牛
生
産
を
行
う
自
営
就
農
者

へ
の
支
援
、
全
国
に
先
駆
け
て
本
町
で
初
め

て
成
功
し
た
岩
ガ
キ
の
養
殖
を
軸
に
し
た
新

規
自
営
漁
業
者
へ
の
支
援
等
、
町
の
持
つ
資

源
を
活
か
し
た
定
住
対
策
に
約
25
年
前
か
ら

取
り
組
み
続
け
、
Ｉ
タ
ー
ン
者
と
そ
の
家
族

を
含
め
た
人
数
は
約
５
０
０
人
余
り
に
の
ぼ

り
、
人
口
の
２
割
以
上
を
占
め
る
ま
で
に
な

る
な
ど
一
定
の
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
産
業
の
担
い
手
の
確
保
を
進

め
る
一
方
で
、
住
民
の
余
暇
の
過
ご
し
方
が

次
第
に
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

住
民
と
つ
く
り
あ
げ
る 

図
書
館
の
誕
生

人
口
３
千
人
を
切
る
町
で
は
幅
広
い
世
代

が
余
暇
の
時
間
を
過
ご
せ
る
施
設
は
限
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
背

景
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
等
で
住
民
の
方

が
整
備
を
望
む
公
共
施
設
の

上
位
に
あ
っ
た
図
書
館
の
建

設
に
取
り
組
む
こ
と
と
な

り
、
図
書
館
の
建
設
段
階
か

ら
、
月
に
１
回
、
図
書
館
を

テ
ー
マ
に
し
た
「
縁
側
カ

フ
ェ
」と
呼
ぶ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
催
し
ま
し
た
。

縁
側
カ
フ
ェ
に
は
図
書
館
に
関
心
の
あ
る

住
民
は
誰
で
も
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
高
校
生
か
ら
高

齢
者
ま
で
、
幅
広
い
世
代
が
集
ま
り
、
図
書

館
に
あ
っ
た
ら
良
い
設
備
や
備
品
・
図
書
館

の
開
館
を
Ｐ
Ｒ
す
る
方
法
・
開
館
イ
ベ
ン
ト

で
や
っ
て
み
た
い
こ
と
等
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー

マ
を
設
定
し
、
提
案
を
受
け
付
け
、
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

縁
側
カ
フ
ェ
で
の
意
見
交
換
の
中
か
ら
西

ノ
島
町
で
初
め
て
生
ま
れ
る
図
書
館
に
は
、

基
本
的
な
図
書
館
機
能
に
加
え
、「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
」
を
育
て
る
機
能
が
必
要
と
の
意
見

が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
整
備
す
る
図
書
館

の
コ
ン
セ
プ
ト
は
西
ノ
島
の
暮
ら
し
を
支
え

る
ま
ち
の
居
間
「
西
ノ
島
み
ん
な
の
家
」
と

な
り
ま
し
た
。

小
さ
な
島
だ
か
ら
こ
そ
お
互
い
の
顔
が
見

え
る
安
心
感
を
大
切
に
し
、
ひ
と
つ
屋
根
の

下
に
集
ま
っ
て
、「
情
報
」
や
「
も
の
」、
そ

し
て
「
ひ
と
」
に
出
会
う
場
所
と
な
る
こ
と
。

こ
の
町
に
暮
ら
す
人
々
を
支
え
、
旅
立
っ
た

人
々
を
つ
な
ぎ
、
そ
し
て
訪
れ
る
人
々
を
温

か
く
も
て
な
す
場
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
つ
な
ぎ
あ
う
図
書
館
と
な
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
西
ノ
島
に
は
同
じ
名
字
が
多
い
た

め
、
古
く
か
ら
名
前
で
は
な
く
屋
号
で
呼
び

合
う
習
慣
が
残
っ
て
お
り
、
そ
こ
で
図
書
館

に
も
「
い
か
あ
屋
」
と
い
う
屋
号
が
つ
け
ら

れ
ま
し
た
。「
い
か
あ
屋
」
＝
「
行
か
ぁ
や
」

は
、
標
準
語
で
言
え
ば
「
行
こ
う
よ
」
と
い

う
意
味
で
誰
も
が
行
き
た
く
な
る
よ
う
な
場

所
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。「
い
か
あ
屋
に
、い
か
ぁ
や（
行

こ
う
よ
）」
と
、
誰
で
も
呼
び
や
す
く
、
西

ノ
島
ら
し
い
愛
称
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
、
海
・
家
・
本
の
3
つ
の

要
素
を
組
み
合
わ
せ
て
作
成
し
ま
し
た
。
み

ん
な
の
家
と
な
る
図
書
館
を
囲
む
の
は
、
島

に
馴
染
み
の
深
い
海
の
波
を
つ
な
げ
、
み
ん

な
が
手
を
携
え
て
図
書
館
を
囲
ん
で
い
る
イ

メ
ー
ジ
と
重
ね
合
わ
せ
て
い
ま
す
。
愛
称
と

ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
西
ノ
島
町
出

身
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
ま
の
悠

さ
ん
に
よ
る
も
の
で
す
。

最
大
５
万
冊
収
蔵
可
能
な
書
架
を
備
え
た

「
メ
イ
ン
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
に
加
え
、
大
人

◀
岩
ガ
キ
の
養
殖

▲海・家・本の3つの要素を組み
合わせたロゴ

▲「西ノ島町コミュニティ図書館いかあ屋」全景。平成30年7月開館

7　2022年（令和 4年）10月 3 日
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が
ゆ
っ
た
り
と
本
を
読
む
「
書
斎
」、
ア
ー

ト
や
工
芸
等
西
ノ
島
町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
作

家
を
紹
介
す
る
「
つ
な
が
り
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」、

お
料
理
と
も
の
づ
く
り
の
部
屋
「
縁
側
キ
ッ

チ
ン
」、お
茶
を
飲
み
な
が
ら
く
つ
ろ
ぐ
「
縁

側
カ
フ
ェ
」、
中
高
生
の
未
来
を
考
え
る
本

と
郷
土
資
料
の
部
屋
「
み
ら
い
の
へ
や
」
等

の
施
設
を
備
え
た
「
西
ノ
島
町
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
図
書
館
い
か
あ
屋
」
は
平
成
30
年
７
月

に
開
館
し
、
既
に
８
万
７
千
人
の
方
が
来
館

さ
れ
て
い
ま
す
。

西
ノ
島
町
の
人
口
は
お
よ
そ
３
千
人
。
こ

の
図
書
館
が
い
か
に
多
く
の
人
に
利
用
さ

れ
て
い
る
の
か
は
こ
の
数
字
が
示
し
て
い

ま
す
。

「
い
か
あ
屋
」
に
お
け
る
活
動

ま
た
、
い
か
あ
屋
で
は
開
館
以
来
、
地
元

の
高
校
生
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
と
連
携

し
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
の
会
等
子
ど
も
の

読
書
環
境
を
整
備
す
る
事
業
を
積
極
的
に
行

い
、
仮
装
や
図
書
館
の
飾
り
つ
け
等
を
す
る

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
イ
ベ
ン
ト
を
は
じ
め
子
ど
も
向

け
の
各
種
活
動
等
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
へ

の
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
事
業
の
中
心
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

図
書
館
と
い
う
静
か
な
イ
メ
ー
ジ
を
抱
か

せ
る
場
所
で
あ
り
な
が
ら
、
に
ぎ
や
か
に
で

き
る
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
が
評
価
さ

れ
、「
令
和
４
年
度
子
ど
も
の
読
書
活
動
優

秀
図
書
館
文
部
科
学
大
臣
表
彰
」
に
選
ば
れ

ま
し
た
。

図
書
館
が
町
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
身

近
な
場
所
と
な
り
、
自
然
に
集
ま
っ
た
り
本

に
触
れ
た
り
で
き
る
環
境
を
つ
く
ろ
う
と

日
々
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

毎
月
開
催
さ
れ
る
縁
側
カ
フ
ェ
に
は
、
開

館
か
ら
４
年
経
つ
今
で
も
多
く
の
参
加
者
が

集
ま
り
ま
す
。

「
や
っ
て
み
た
い
」「
〇
〇
な
ら
で
き
る
」

と
い
っ
た
声
も
多
く
、
こ
れ
ら
の
参
加
者
の

◀

外
観
と
館
内
。
右
下
か
ら
「
メ
イ
ン
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」「
縁
側
キ
ッ
チ
ン
」「
縁
側
カ
フ
ェ
」

◀
読
み
聞
か
せ
の
会
の
様
子

2022年（令和 4年）10月 3 日　8
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想
い
や
考
え
が
な
る
べ
く
図
書
館
の
運
営
や

イ
ベ
ン
ト
等
で
実
現
す
る
よ
う
に
努
め
た
結

果
、
縁
側
カ
フ
ェ
の
参
加
者
た
ち
に
「
や
り

た
い
と
思
っ
た
こ
と
が
実
現
で
き
る
。」
と

い
う
期
待
や
「
自
分
た
ち
の
や
っ
た
こ
と
で

人
が
喜
ん
で
く
れ
る
。」
と
い
う
達
成
感
を

持
っ
て
も
ら
い
、
次
の
活
動
へ
つ
な
が
る
好

循
環
が
生
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

「
人
の
集
う
島
西
ノ
島
」
の

実
現
に
向
け
て

最
近
で
は
漁
業
や
農
業
等
に
関
心
を
持

ち
、
離
島
で
の
暮
ら
し
に
興
味
を
持
つ
人
々

が
増
加
し
、
都
会
で
暮
ら
す
方
々
の
中
に
田

舎
（
離
島
）
思
考
が
広
が
っ
て
い
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
住
居
と
仕
事
を
確
保
し
、
Ｕ

Ｉ
タ
ー
ン
者
の
増
加
を
図
り
な
が
ら
、
そ
こ

に
、
住
み
や
す
さ
や
子
育
て
の
し
や
す
さ
を

プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
す
る
こ
と
が
、
人
口
減
少

問
題
に
歯
止
め
を
か
け
て
い
く
う
え
で
必
要

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

雇
用
創
出
の
取
組
と
し
て
、
平
成
30
年
度

か
ら
都
市
部
の
ソ
フ
ト
産
業
の
企
業
誘
致
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
を
契
機
に
地

方
で
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
開
設
の
動
き

の
後
押
し
も
あ
り
、
東
京
都
に
あ
る
Ｉ
Ｔ
企

業
１
社
の
進
出
が
決
定
し
、
令
和
４
年
７
月

か
ら
町
内
に
事
務
所
を
構
え
営
業
し
て
お
り

ま
す
。
引
き
続
き
、
こ
の
取
組
が
地
域
経
済

の
活
性
化
や
若
年
層
に
と
っ
て
魅
力
の
あ
る

就
労
の
場
の
確
保
と
な
る
よ
う
誘
致
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
一
方
で
結
婚
か
ら
出
産
、
子
育
て

と
進
ん
で
い
く
流
れ
の
中
で
、
相
談
・
支
援

体
制
の
充
実
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
病

児
保
育
等
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
と

と
も
に
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
や
子
育
て
サ

ロ
ン
等
の
子
育
て
家
庭
や
妊
娠
中
の
方
の
交

流
の
場
を
設
け
る
な
ど
、
子
育
て
環
境
の
整

備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

町
内
に
は
産
婦
人
科
医
が
お
ら
ず
出
産
で

き
な
い
た
め
、
町
外
で
の
出
産
に
際
し
て
宿

泊
費
の
助
成
や
町
外
通
院
に
係
る
交
通
費
の

助
成
、
保
育
料
の
大
幅
な
軽
減
、
高
校
終
了

ま
で
の
子
ど
も
の
医
療
費
無
料
化
等
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
妊
婦
検
診
助
成
、
保

険
が
適
用
さ
れ
な
い
体
外
受
精
や
顕
微
授
精

の
特
定
不
妊
治
療
費
に
つ
い
て
の
助
成
も

行
っ
て
お
り
、
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
に
少
子
化
・
子
育
て
支
援
は
特
に
町
の
重

点
施
策
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
移
住
・
定
住
対
策
の
さ
ら
な

る
取
組
を
進
め
る
と
と
も
に
、
縁
側
カ
フ
ェ

を
一
例
と
す
る
住
民
の
方
々
と
連
携
し
「
人

の
力
」
が
主
役
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
こ
と
に
よ
り
、
総
合
戦
略
で
定
め
る
町

が
目
指
す
姿
で
あ
る「
人
の
集
う
島
西
ノ
島
」

の
実
現
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

西
ノ
島
に
は
豊
か
な
自
然
と
連
綿
と
受
け

継
が
れ
た
文
化
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
こ
の

島
の
魅
力
を
語
る
こ
と
の
で
き
る
人
々
が
暮

ら
し
て
い
ま
す
。
心
豊
か
な
島
の
人
々
が
笑

顔
で
西
ノ
島
と
世
界
を
つ
な
い
で
い
く
。
そ

ん
な
未
来
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

�

島
根
県
西
ノ
島
町
長　

升
谷　

健
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ご当地自慢のおいしいものや伝統行事を身にまとい、
体を張ってPRしているご当地キャラたちを紹介するコーナーです。
今回は、東ブロック（北海道・東北・関東）からピックアップ。

特産品だけじゃない！
文化・歴史を身にまとって観光大使 !!

　
初
代
「
み
ど
り
ち
ゃ
ん
」
は
、
平
成
10
年

（
1
9
9
8
年
）
に
誕
生
し
ま
し
た
。
千
代
田

町
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
、
町

発
行
の
印
刷
物
等
に
描
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、

町
内
で
親
し
ま
れ
る
存
在
と
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
千
代
田
町
が
町
制
30
周
年
を
迎
え

る
の
を
機
に
、
2
代
目
「
み
ど
り
ち
ゃ
ん
」
が

考
案
さ
れ
ま
し
た
。
町
内
在
住
の
学
生
が
描

い
た
イ
ラ
ス
ト
を
も
と
に
作
成
さ
れ
、
よ
り

親
し
み
の
あ
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
生
ま
れ
変

わ
り
ま
し
た
。
千
代
田
町
の
P
R
の
た
め
に
、

町
内
だ
け
で
な
く
、
町
外
の
イ
ベ
ン
ト
に
も

積
極
的
に
参
加
。
町
公
式
の
動
画
配
信
サ
イ

ト
「
み
ど
り
ち
ゃ
ん
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
で
は
、
わ

が
ま
ち
自
慢
の
心
温
ま
る
地
域
情
報
や
独
自

的
な
魅
力
を
世
界
に
向
け
て
発
信
し
て
い
て
、

「
み
ど
り
ち
ゃ
ん
」
も
出
演
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
多
く
の
人
に
愛
さ
れ
る
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
で
い
ら
れ
る
よ
う
、
町
の
P
R
活
動
に

励
ん
で
い
き
ま
す
。

　
平
成
24
年
（
2
0
1
2
年
）
に
、
大
磯
町

の
観
光
振
興
を
図
る
た
め
に
、
町
の
鳥
・
ア
オ

バ
ト
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が

誕
生
し
ま
し
た
。
ア
オ
バ
ト
と
は
、
毎
年
5

月
初
旬
か
ら
10
月
頃
ま
で
大
磯
町
の
照
ヶ
崎

海
岸
に
飛
来
す
る
鳥
で
、
美
し
い
緑
色
の
羽

色
が
特
徴
で
す
。
主
食
と
す
る
果
実
の
栄
養

分
を
補
う
た
め
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
や
ミ
ネ
ラ
ル

の
摂
取
を
目
的
に
岩
場
で
海
水
を
吸
飲
す
る

こ
と
で
知
ら
れ
、
1
日
3
0
0
0
羽
を
超
え

る
ア
オ
バ
ト
が
飛
来
す
る
こ
と
か
ら
、
平
成

22
年
（
2
0
1
0
年
）
に
町
の
鳥
に
制
定
さ

れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
ア
オ
バ
ト
を
モ
チ
ー
フ
と

し
た
「
い
そ
べ
ぇ
」
と
「
あ
お
み
」
は
、
海
水

浴
場
や
名
所
・
旧
跡
が
作
ら
れ
た
明
治
～
昭

和
初
期
の
時
代
か
ら
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て

き
た
カ
ッ
プ
ル
な
の
だ
と
か
。
こ
れ
か
ら
も
町

の
観
光
協
会
関
連
の
多
数
の
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
し
、
町
の
P
R
活
動
も
行
っ
て
い
き
ま
す
。

3月3日生まれ。千代田町の豊かな水と緑
が生んだ妖精。人間でいうとおよそ7 ～
8歳。いつも明るくて元気。空を飛ぶのが
得意。みんなが集まる楽しいイベントに
参加することが大好き。ペンダントのパ
ワーで大きさ自由自在。

お米の妖精。元気のない人にイ
クラの髪を1粒あげる優しい5
歳の女の子。もっちもちの体に
はなんでもくっつけることがで
きる。趣味はうたた寝とどんぶ
りコレクション。好きな言葉は
「うまくいくら」。

いそべぇ（写真右）は興味を持ったことに対
して熱中しちゃう男の子。大磯のことを調べ
るのが得意で、なんでも知っている。語尾に“～
べぇ”とつけて話す。あおみは頭がよくて優し
い女の子。好物は塩アイス。口癖は“いいわね”。

　
東
日
本
大
震
災
と
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
の
事
故
に
よ
り
、
全
国
に
分
散
避
難
し
た

町
民
の
き
ず
な
再
生
や
町
か
ら
の
情
報
発
信

強
化
を
目
的
に
、
平
成
26
年
（
2
0
1
4
年
）

か
ら
町
民
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
配
布
し
ま

し
た
。
そ
ん
な
中
、
町
民
か
ら
『
タ
ブ
レ
ッ

ト
は
機
械
的
な
の
で
愛
着
が
持
て
る
町
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
ほ
し
い
』
と
い
う
要
望
が

あ
り
、
公
募
を
実
施
。
シ
ャ
ケ
の
帽
子
に
い

く
ら
の
髪
、
大
堀
相
馬
焼
の
ど
ん
ぶ
り
に
乗
っ

て
い
る
「
う
け
ど
ん
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

当
初
タ
ブ
レ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
の

役
割
を
担
っ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
28
年

（
2
0
1
6
年
）
か
ら
は
町
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
始

め
、
平
成
30
年
（
2
0
1
8
年
）
に
は
浪
江

町
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
就
任

し
ま
し
た
。
浪
江
町
が
大
好
き
な「
う
け
ど
ん
」

は
、
町
公
式
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
し
て
、
町
の
魅

力
や
特
産
品
等
の
情
報
を
発
信
。
多
く
の
方
々

に
浪
江
町
を
知
っ
て
も
ら
い
、
浪
江
町
を
大

好
き
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
、
日
々
活
動
し
て

い
ま
す
。

群馬県千代田町

神奈川県大磯町

福島県浪江町

み
ど
り
ち
ゃ
ん

み
ど
り
ち
ゃ
ん
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県
都
高
知
市
か
ら
東
へ
約
55
㎞
。
二
級

河
川
奈
半
利
川
西
岸
河
口
に
位
置
し
、
南

は
土
佐
湾
に
面
し
、
東
西
２
・
２
㎞
、
南

北
４
㎞
、
総
面
積
は
６
・
53
㎢
。
四
国
で

１
番
小
さ
な
田
園
の
町
が
田
野
町
で
す
。

気
候
は
温
暖
で
、
ほ
と
ん
ど
降
雪
は
な

く
、
澄
ん
だ
空
と
緑
の
自
然
環
境
に
恵
ま

れ
て
い
ま
す
。

田
野
町
は
藩
政
時
代
よ
り
田
野
五
人
衆

「
米
屋
、
福
吉
屋
、
蔦
屋
、
常
盤
屋
、
虎
屋
」

と
呼
ば
れ
る
藩
の
御
用
商
人
が
、
奥
地
の

山
林
資
源
の
開
発
な
ど
で
富
を
持
ち
、
町

に
繁
栄
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
ま
た
、
幕

末
に
は
安
芸
郡
奉
行
所
が
設
置
さ
れ
る
と

と
も
に
、藩
校
田
野
学
館
が
併
設
さ
れ
て
、

安
芸
郡
に
お
け
る
政
治
・
経
済
・
文
化
の

中
心
地
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。
ま
た
、
山

と
川
と
海
の
距
離
が
近
く
、
自
然
が
豊
か

で
す
。
歴
史
と
自
然
に
囲
ま
れ
た
暮
ら
し

の
な
か
で
、
人
々
は
優
し
さ
や
誇
り
を
育

ん
で
き
ま
し
た
。

ラ
イ
オ
ン
宰
相
「
濱
口
雄
幸
」、
幕
末

の
志
士
「
清
岡
道
之
助
」
等
、
偉
人
た
ち

の
史
跡
や
文
化
が
息
づ
く
町
、
山
・
川
・

海
な
ど
自
然
が
豊
か
な
町
、
四
国
一
小
さ

い
田
野
町
は
、
暮
ら
し
て
い
る
人
た
ち
の

温
か
さ
あ
ふ
れ
る
魅
力
あ
る
ま
ち
で
す
。

表
題
に
あ
る
私
の
故
郷
に
つ
い
て
紹
介

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。「
大
野
」
と
い
う
地

域
で
す
。
標
高
が
40
ｍ
か
ら
78
・
３
ｍ
ほ

ど
あ
り
、
大
野
台
地
と
呼
ば
れ
、
南
に
土

佐
湾
を
望
み
ま
す
。
北
か
ら
南
へ
15
度
か

ら
30
度
傾
斜
し
、
今
に
も
海
に
落
ち
こ
ま

ん
ば
か
り
の
地
形
で
あ
り
、
太
平
洋
の
大

海
原
が
一
望
で
き
る
、
絶
景
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
魅
力
の
地
域
で
す
。

今
で
は
こ
の
よ
う
に
ご
紹
介
が
で
き
ま

す
が
、
私
の
青
年
時
代
ま
で
は
、
台
地
ゆ

え
の
苦
悩
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
農
業
で

は
、
か
ん
が
い
用
水
が
な
い
こ
と
か
ら
農

作
物
も
昔
な
が
ら
の
甘
藷
、
麦
、
大
根
を

雑
然
と
思
い
の
ま
ま
に
栽
培
す
る
い
わ
ば

自
然
ま
か
せ
と
言
え
る
農
耕
を
続
け
て
い

ま
し
た
。
ま
た
地
域
内
の
井
戸
水
は
晴
れ

の
天
気
が
続
け
ば
た
ち
ま
ち
枯
渇
し
、
主

婦
は
山
裾
の
谷
水
を
担
い
上
げ
て
飲
料
水

に
す
る
と
い
う
生
活
上
の
苦
難
も
あ
り
ま

し
た
。
逆
に
雨
の
多
い
年
や
梅
雨
時
に
は

畔
越
し
の
水
害
に
悩
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
生
活
上
、
営

農
上
の
苦
悩
に
耐
え
な
が
ら
、
日
夜
眼
下

を
流
れ
る
奈
半
利
川
を
眺
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
農
民
か
ら
は「
水
は
低
き
に
つ
く
」

自
然
の
成
り
行
き
に
逆
ら
っ
て
「
水
を
高

い
台
地
に
引
上
げ
る
」
工
夫
は
な
い
も
の

か
と
い
う
声
が
高
ま
っ
て
来
た
の
で
す
。

こ
の
生
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
農
民
の

熱
い
思
い
が
大
野
土
地
改
良
区
設
立
と
な

り
、
取
水
計
画
で
は
奈
半
利
川
か
ら
県
営

で
施
工
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
昭

和
31
年
着
手
し
、
63
・
５
ｍ
を
ポ
ン
プ
で

揚
水
し
て
４
、
２
４
１
ｍ
の
幹
線
用
水
路

を
整
備
し
、昭
和
41
年
度
に
完
成
。
ま
た
、

団
体
営
事
業
と
し
て
、
ほ
場
整
備
を
昭
和

38
年
度
に
着
手
し
、
約
70 

ha
を
水
田
化
す

る
と
と
も
に
、
用
水
路
延
長
１
４
、
４
２

４
ｍ
、
排
水
路
延
長
９
、
８
９
９
ｍ
、
農

道
延
長
１
６
、
１
１
３
ｍ
が
大
野
台
地
を

縦
横
に
走
り
、
昭
和
44
年
度
に
完
成
し
ま

し
た
。

昔
か
ら
「
嫁
に
や
る
な
ら
大
野
へ
や
る

な
、
水
と
薪
に
苦
労
す
る
。」
と
言
わ
れ
、

町
民
の
間
で
、
大
野
台
地
は
豊
か
に
生
活

す
る
こ
と
の
で
き
な
い
土
地
の
代
名
詞
で

さ
え
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
大
野
は
豊

か
な
土
地
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
の
で
あ
り

ま
す
。
現
在
で
も
、
水
稲
45 

ha
、
オ
ク
ラ

３
ha
、
ハ
ウ
ス
園
芸
の
茄
子
等
22 

ha
、
さ

ら
に
ハ
ウ
ス
園
芸
等
の
発
展
も
期
待
で
き

る
優
良
農
地
ば
か
り
で
あ
る
こ
と
は
、
本

当
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。
最
近
で
は
少

子
化
で
あ
り
な
が
ら
、
若
者
の
定
住
も

徐
々
に
増
え
、
子
ど
も
た
ち
の
明
る
い
声

に
元
気
を
も
ら
い
な
が
ら
地
域
住
民
同
士

の
睦
が
育
ま
れ
て
い
ま
す
。

大
野
台
地
の
土
地
改
良
を
成
し
遂
げ
た

人
々
が
、
こ
こ
に
生
活
し
、
そ
し
て
生
ま

れ
育
つ
人
々
に
こ
れ
か
ら
の
道
を
教
え
る

縁
が
あ
る
。
改
め
て
そ
の
大
き
な
幸
せ
を

痛
感
し
ま
す
。

現
在
、
高
知
県
で
は
、
地
域
が
主
体
と

な
り
支
え
合
い
助
け
合
う
仕
組
み
や
、
地

域
で
お
金
が
回
る
仕
組
み
づ
く
り
等
を
推

進
す
る
、
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
の
立
ち
上

げ
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
大
野
台

地
で
も
、隣
町
で
あ
る
安
田
町
と
連
携
し
、

県
内
で
は
初
め
て
複
数
の
自
治
体
を
ま
た

が
る
「
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
大
野
台
地
」

を
県
下
59
番
目
と
し
て
立
ち
上
げ
、
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

苦
悩
か
ら
発
展
へ
、私
の
故
郷
「
大
野
」

の
今
後
を
楽
し
み
に
見
守
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

随  想

常
つね

石
いし

　博
ひろ

髙
たか

高知県田
た

野
の

町長　

私の故郷
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